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２２２２ 取組の概要取組の概要取組の概要取組の概要

 平成２９年度旧小学校をリニューアルし、シェアオフィスを含む生涯学習センター「とちの木センター」を整備。（現シェアオフィス利用状況：一般社団法人ツーリズムかみきた、一般社団法人がんばろらえ・かみきた）
 平成３１年３月観光施設の運営法人として一般社団法人ツーリズムかみきた設立（とちの木センター内シェアオフィスに事務所設置）により、村観光施設を一体とした管理運営を目指す。
 令和元年７月、道の駅におけるコンビニエンスストア運営
 令和２年６月、観光拠点施設として宿泊温泉施設「フォレストかみきた」のリニューアルオープン
 今後、ツーリズムかみきたによる小処温泉、大台ヶ原物産店の指定管理運営に移行予定。
 村において、世界遺産の入り口としての旧和佐又山ヒュッテ、旧上北山温泉跡地を整備予定。
３３３３ 取組の効果取組の効果取組の効果取組の効果 またはまたはまたはまたは 苦労した点や今後の課題苦労した点や今後の課題苦労した点や今後の課題苦労した点や今後の課題

 宿泊温泉施設「フォレストかみきた」での正規職員従業員を

村外から１４人雇用。（うち、転入１３名）

 村内での人口が少なく、パート・アルバイトの確保が困難。

 今後、観光施設を一体に管理するスケールメリットを活かし

た運営で、自然や田舎暮らしを求める村外からの移住者への

働き場として、働き方改革や移住定住に結び付く雇用を目指

す。

１１１１ 雇用の場の確保に関する課題及び基本的な考え方雇用の場の確保に関する課題及び基本的な考え方雇用の場の確保に関する課題及び基本的な考え方雇用の場の確保に関する課題及び基本的な考え方① 村内で就労の場が少なく地元への就職を希望しても選択肢がないため、村外への就職などにより、少子高齢化が進み、年々人口が減少。② 観光立村として観光客誘致と観光での雇用創出を求める中、観光施設が様々な運営状況であり、合理的な運営や誘客と併せた雇用ができてない。③ 施策は、村出資による運営法人設立により、村観光施設の段階的な管理運営一体化、及び観光施設の整備で、村の中心地への観光誘致による地域の賑わいや雇用の創出と地域の経済循環の活性化をもたらす。④ 重点分野は、観光（施設再整備による地域活性化と雇用創出）

取組の写真等

詳しくは 上北山村企画政策課 TEL07468-2-0001

観光施設観光施設観光施設観光施設整備、運整備、運整備、運整備、運営による営による営による営による働働働働き場づくりき場づくりき場づくりき場づくり

Ｒ３.２.１５ 第３回奈良県・市町村長サミット資料

56


